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 動物には、先祖を埋葬して供養するという文化がありません。先祖の為にお墓をつくって供養

するというのは、唯一人間だけが持っている大切な文化なのです。 

【ネアンデルタール人の埋葬】 
 今から六万年前と推定される後期のネアンデル

タール人は、死者をたくさんの花で飾って埋葬し

たと言われています。（このことは、チグリス川の

北東に位置するシャニダールの洞窟で、発掘調査

中に発見されました。） 

 花を死者に捧げる

という風習は、現代

の私たちにも受け継

がれています。 

 つまり、ネアンデ

ルタール人の埋葬は

人類のお墓の原点と

呼べるでしょう。 
【日本最初の墓石は？】 
 日本神話「神代」の中に登場する『千引石(ちびきい

わ)』が日本最初の墓石といわれています。 

 別名「道反の大神（ちかえしのおおかみ）」ともいわ

れ、女神イザナミの死後、彼女がこの世に出てくるのを防

ぎ、黄泉の国へ追い返すため、イザナギが千人でやっと引

き動かすことのできるほど大きな石で出入り口を塞いだと

されています。その後、イザナギとイザナミは千引石をは

さんで最後の別れの言葉を交わしました。 

  

 このことから、千引石（＝墓石）にこめられた意味とは

一体何でしょうか？ 

 

●霊力をもった墓石 

 この石には死者が地上に出ること、生者が地下の死者を  

 暴くことをさえぎる霊力があります。 

●この世とあの世の境界石 

 異界からの災いを防ぎ、異界へ行く人の安全を守る力を 

 持ちます。 

●死者と会話できる石 

 死者と向かい合って会話を交わせる力があります。 

【さまざまな葬法】 
 民族が違うと、お墓のつくり方や埋葬の仕方も

大きく異なります。それは、民族によって「死」

や「死者」のとらえ方が違うからです。 

 

 インドのヒンドゥー教では、幼児と出家者は土

葬ですが、それ以外はほとんど火葬にします。儀

式のあと残ったお骨は聖なる河ガンジスに流しま

す。 

 同じインドでもイスラム教では「火葬は神を冒

涜（ぼうとく）する」という考えがあるので、顔

を聖地メッカに向けて土葬にします。 

 チベットでは鳥葬が行われており、亡骸はハゲ

鷲が食べやすいように細かくします。そうするこ

とで、死者の霊を早く天界に運んでもらえると信

じられているからです。 

 カソリックでは「最後の審判の日」に遺体がな

いと天国へ往けないと信じられているため、土葬

が多いです。（また火葬は魔女や異端者の拷問刑の

[火あぶり]とみなされるため、敬遠されたともい

われています。） 

【縄文時代・弥生時代のお墓】 
 縄文時代、集落の入口付近やメインストリートの両脇に

土坑墓がつくられていました。 

 生活に密着した場所につくっていることから、縄文人は

死者を身近に思い、大切にしていたと考えられます。 

 

 弥生時代も、やはり入口から居住区へ続く道に埋葬され

ています。縄文時代と大きく違うのは、集落の首長一族の

ものらしき墳丘墓があることです。人々の心の支えとなる

首長や先祖に敬意を払っていたと考えられます。 

 この頃になると、一般の庶民もお棺に遺骨を納めるよう

になってきます。 
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子供や孫と一緒に読みたい本 

 皆さん、秋といえば何を思い浮かべますか？「食

欲の秋」「スポーツの秋」「実りの秋」など色々あ

りますが、時には読書の秋なんていかがでしょう？ 

 難しい本もいいですが、今回はお子さんやお孫さ

んと一緒に読める本を２冊、ご紹介させていただき

ます。 

  

 まず一冊目は、最近テレビや雑誌などで何度も取

り上げられて、話題になっている本です。 

 漫画なので小さなお子さんでも読みやすく、大人

が読んでも強く心に残る作品だと思います。 

 

 

 書店で、温かくて愛らしいイラストが気に入っ

て、見本用を何となく手に取りページをめくったの

ですが、読み始めたら最後、人前で丌覚にも涙があ

ふれて止まりませんでした。本を読んでここまで号

泣したのは初めてかもしれません。 

  

 物語は、おとうさんを真っ直ぐに慕い続ける犬

ハッピーの目線で語られていきます。 

 おとうさんの生き方は決して器用ではなかったけ

れど、最後まで愛犬ハッピーと共に生きる道を選ん

だのだと思います。 

 読み終わった後で、表紙のハッピーを見るとまた

泣けてきます。 

 

 ちなみに本のタイトル『星守る犬』とは、犬が星

を物欲しげに見続けている姿から、手に入らないも 

のを求める人のことを表すことわざだそうです。 
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 さて２冊目は、数年前に私が出会った絵本です。

絵本といってもカラフルな色が使ってあるわけでは

ありません。 

 

 

 

 表紙をご覧になっていただくとわかるように、た

いへんシンプルな絵ですが、その分よりストレート

に心に響いてくる作品だと思います。 

 ひとりの兵士の死を通して、何気なく過ごしてい

る毎日が、本当にかけがえのない物なんだと気づか

されます。 

 

 テレビから伝えられる戦争やテロの報道も、どこ

かで遠い国のことだと感じてしまっている気がしま

す。自分が毎日ふつうに暮らせていること、それが

どんなに尊いことなのかを、私たちは忘れてしまい

がちです。 

 ニュースで流れる犠牲者の数・・・それは悲しみ

の数、そして失ってしまったかけがえのない命の数

なんだと、この本は教えてくれます。 

 

  

 今回ご紹介させていただいた２冊は、どちらも

【いのち】について触れている作品です。 

 秋の夜長、お子さんやお孫さんとご一緒に、この

本を読んで感じたことなど、話しあったり考えたり

していただけたら嬉しいです。 

『星守る犬』村上たかし 

双葉社 800円（税込） 

限りある命を、犬とふたりで。 

「おとうさん」と白い犬のハッ

ピーは、自動車で旅に出た。 

南へ―――。 

それは残されたわずかな“生”を

生き抜く旅であった。 
       ～本書オビ紹介より～ 

『戦争で死んだ兵士のこと』小泉吉宏 

メディアファクトリー 924円（税込） 

生きている―― 

そのあたりまえのことを思い出す。 

今こそ世界中の人々に届けたい 

感動の一冊。        
        ～本書オビ紹介より～ 
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        2009 年10月 10月のスケジュール 

¶ ３日－十五夜 

¶ ８日－寒露 

¶12 日－体育の日 

¶23 日－霜降 

¶30 日－十三夜 

Page 3 VOL.29 2009年10月号 

お月見 
 お月見とは、主に旧暦の8 月15 日と9 月13 日に月

を鑑賞することで、観月（かんげつ）とも言います。 

 前者の夜を『十五夜』、後者の夜を『十三夜』と呼

び、一方の月見だけ行うことは「片見月」として嫌

われたそうです。十五夜の月は、サトイモなどを供

えることが多いため『芋名月』とも呼ばれます。 

（十三夜の月は『栗名月』または『豆名月』） 

 ちなみに今年は10 月3 日が十五夜、10 月30 日が

十三夜となります。 

  

 十五夜のお月見は中国から伝わった風習ですが、

十三夜のお月見は日本独特の風習だそうです。  

 日本では、平安時代に風流なことを好む貴族たち

が集い、月を見て詩歌を詠んだのが始まりといわれ

ています。 

 その後、庶民の間で行われる

ようになると、農耕的な意味合

いの行事へと変化していきまし 

た。もともと日本では満月に収

穫物をお供えする信仰があった 

ため、中国の月見と日本の収穫祭が合体して、現在

のお月見のかたちになったようです。  

 

 ところで、日本では昔から月を見て、ウサギが餅

つきしていると言われてきましたが、他の国ではど

うでしょうか？ 

 じつは韓国や中国でも【ウサギ】に見えるそうで

すが、モンゴルでは【犬】、インドとアメリカの一部

では【ワニ】、アラビアの方では【ライオン】に見え

るそうです。 

 その他にも【女性の横顔】【本を読む老人】【カボ

チャを食べる男】【編み物をする女性】【キャベツ畑

の泥棒】【水を汲む人】【たきぎを担ぐ男】【ほうきに

またがった魔女】など…数えきれません。 

  

 もしかしたら地域や環境や風習や伝承によって、

その土地に合った月の住人が生まれるのかもしれま

せんね。 



 
    本  店：宇都宮市東原町８－２５ 

        ℡０２８（６５８）８８３１ 

   泉 町 店：宇都宮市泉町４－６        

        ℡０２８（６２２）１４１５ 

   北 山 店：宇都宮市岩本町３４８ 

        ℡０２８（６２４）１８２５ 

   壬 生 店：下都賀郡壬生町国谷２１９１－８ 

        ℡０２８２（８６）５５８８ 

   心 栄 堂：宇都宮市西川田町９６４－１０ 

        ℡０２８（６４５）１００１ 

 木犀と言われるのは、幹肌が動物の犀（サ

イ）の皮膚に似ていることからだそうです。 

 

キンモクセイには雄株と雌株があります。し

かし日本で植えられている株は全て雄株のた

め、日本のキンモクセイには実がならないそう

です。そういえばキンモクセイの実って見たこ

とないかも！（※最近はごく一部ですが、雌株も入ってき

ているらしいですが…） 

 

中国では、キンモクセイは月の世界から地上

に伝わった仙木とも言われています。 

 なんともロマンチックな言い伝えですね。 

 

 

秋も半ばにさしかかったある日、外に出ると

どこからともなく漂ってくるキンモクセイの甘

い香り。実は、この香りには癒し効果があり、

心が静まるほか疲労回復などの効果も期待でき

るそうです。 

白ワインにキンモクセイの花を漬け込んだ

『桂花陳酒』というお酒も人気です。（かの楊

貴妃も好んで飲んでいたそうですよ。） 

 

花言葉は「謙虚」「初恋」「陶酔」「真実」。 

 

沈丁花（ジンチョウゲ）・梔子（クチナシ）と共

に『３香木』と呼ばれています。 

ところがこの香りの中には、蝶などの虫を寄

せ付けない成分が入っているらしく、一部のハ

ナアブくらいしかこの花には近づかないとのこ

と。 

 

原産国は中国桂林地方。和名のキンモクセイ

とは、花の色の『金』と中国名『木犀』の音読

みを合わせたもの。 

ホームページもご覧ください 
http://www.yatabesekizai.com  

ご供養のご相談はお近くの「石のやたべ」へ 

キンモクセイ（金木犀） 

 

 

 

 

フリーダイヤル 

０１２０（２５）０１２０ 
 

◎お便りお待ちしております。 

 

〒３２１－０９７６ 

宇都宮市岩本町３４８ 

℡  ０２８（６２４）１８２５ 

FAX ０２８（６２４）１８２６ 

Email: info@yatabesekizai.com  

Yatabe.ico  

http://www.yatabesekizai.com/

